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まつきよしあき市会活動報告 号外
(あ しや真政会) 〒659-0031兵庫県芦屋市新浜町2-1‐ 606  T ELOFAX。 (0797)32-8309

芦屋浜及び南芦屋浜の皆さんヘ

バイプライン (ごみ空気輸送)の老朽
化が著しい中で、ある日突然中止とな
らないよう3月議会で取り上げます。
どうか議会へ傍聴においで下さい。

芦屋を日本一住みよいまちに

市会議員  まつき よ しあき

本格的な補修としてのパイプラインの交換と施設の更新には市の試算で
341億円という莫大な費用がかかります。そこで昨年の 12月議会で、パイ
プライン施設の運用期間がそれぞれ芦屋浜 20年、南芦屋浜 32年とすること
が決まりました。

しかし、これによって課題が解決したわけではありません。
パイプラインは40年が経過し、ゴミ輸送の際の摩擦により磨耗し穴開き箇
所が増加しています。このため豪雨時には管内に水が入リゴミの輸送がストッ

プする状態が発生しています。穴開き箇所の補修はその都度実施されています
が、長くは持ちません。

昨年、若葉町の高層住宅では電気系統の故障によリパイプラインが使えなく

なりました。色々と原因究明にあたりましたが、技術者がいないため解らずに

長期にわたってストップしました。全国的にパイプラインを稼動している自治

体が少なくなり、パイプラインの管理運営や補修に関わる専門業者が少なく

なっています。

芦屋では輸送管内の補修作業にあたる作業員は現在一人しかおらず、代わり

の人はいません。このような綱渡りの状態が続いており、今後の課題として取

り組まねばならないのは、人材の確保や管理運営のノウハウと技術の継承、汎

用性のない資機材の確保などです。

そこで私は、議会で決めた運用期間内の稼動ができるよう人材の確保、技術
の継承、資機材の確保等について市の考えを質すことにしました。芦屋浜及び

南芦屋浜にお住まいの皆さん、どうか議会へ傍聴においでください。

一―言己ロー

日時 :3月 4日 (月 )午 前 10時～ 11時 30分
場所 :市役所南館 4階 市議会本会議場


